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１ 
その結果、その言葉はＥ・Ｐ・フェノロサが薬師寺の東塔の律動的な美しさを表現したものとして言い伝えられ
てきたこと、また一凍れる音楽一という言葉そのものには別の出典があること、さらにその言葉に言及したさまざ
まな文献があることなどが判明した。しかしその言葉の薬師寺東塔の形容への適用の由来の詮索はそれとして、そ
探索がはじまった。
（１） 
あるとき、ふっと「凍れる音楽」という一一一一口葉が頭の片隅で鳴った。かつて哲学の基本問題の概説を目論み、その
一環として美学の一節に芸術の分類を考察し、その関わりで芸術諸ジャンル間の感覚の相互交渉といった問題を考
え、そもそもそうした問題が成り立つのか、成り立つとしたらどのように論じたらいいのか、といった構想に叩吟
しているときであった。それが建築についての物言いであり、そうなら建築と音楽との類縁性の考察に使えそうだ
との予感があったが、それが誰によってどんな文脈で使われていたのか判然としない。ただ奈良の薬師寺東塔につ
いて誰かが言った言葉だということを何かで読んだ記憶はかすかにあった。そのおぼろな記憶のみをたよりに文献
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２ 
こうした経緯によって、フェノロサが薬師寺東塔を「凍れる音楽」と評したというのは俗説で、ほんとうは黒田
鵬心の名誉に帰するのが妥当、という説を知ったが、その時点ですでに著書の組版が出来上がっていたために、そ
＊
 
の部分を書き替える労を厭い、それについての修正加筆は断念した。そ｝）で新たにその事実も加え、さらに「凍れ
る音楽」の原出典とそれにまつわるさまざまな文献を素材にして、「異芸術間における感覚の互換性」の美学理論
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
先
の
概
説
の
大
枠
に
さ
ら
に
肉
付
け
を
し
て
補
足
し
、
こ
こ
に
改
め
て
や
や
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
れとは別に、この言葉の元の出典の文脈での意図やその言葉について諸家が論じた諸文献を手がかりとして、企図
した問題の概要をまとめ、上記の概説の執筆を一応完成することができた。
その原稿が印刷所に渡った（一九九三年一○月一日）あと間もなく、朝日新聞夕刊（同年一○月一三日付）の文化欄に
「様式美追求した町田氏の悲報」と題した東洋美術史家・町田甲一の追悼記事が載った。その末尾で一‐凍れる音楽」という
言葉が取り上げられ、よく引用される薬師寺東塔についての「凍れる音楽」という形容はフェノロサのものというのは間
違いで、実は黒田鵬心の表現らしいという町田の説が紹介された。ついでその続報ともいうべき記事が、「〈凍れる音楽〉
の由来は」として同じ欄に褐戦され（同年一二月一六日付）、その後の反響をも加味してこの言葉がより詳しく詮索さ
明けて一九九四年一月に二回にわたって、この問題に関して、当該記事の執筆者で朝日新聞大阪本社学芸部の沖真治氏
から電話取材を受けた。そしてその結果がいわば総築編といった形で同氏の署名入りで「凍れる音楽‐ｌｌドイツ哲学者が
愛川」と題して、朝日新川大阪版夕刊（一九九四年一月二九日付）の文化欄にほぼ四分の一面大で掲救された。この紙而
は沖氏からただちに丁重な礼状と若干の関連参考資料のコピーを添えて送られてきた。
この二番目の記事が出たときには、ちょうど件の著書の初校が出て（同年二月末日）、校正の般中であった。しかしこ
の著述のためにいろいろ文献漁りをした限りでは、この記事にはまだ若干補足する余地が残っていそうだと判断し、この
両記事の執筆者（〈治〉氏）宛てにこの記事から漏れた事実を伝え参考に供するために、それについて論じたこの著書の当
該箇所の校正刷りのコピーに文献一覧を付して送り、かつ町田甲一と黒田鵬心の著書については新たに教示を受けたこと
れた。
に謝意を表した。
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３ 
（２） 
薬師寺東塔を「凍れる音楽」と形容したのはフェノロサだという巷説は、たとえば旅行案内土回に、出典を記さな
いままに、「かつてフェノロサはこの塔〔薬師寺東塔〕の清麗な姿を〈凍れる音楽〉と評した一というふうに語られ
ているし、フェノロサに関する研究課でも、「薬師寺東塔を〈凍れる音楽〉と名付けたのはフエノロサだと言われ
るが、或いはこの時に薬師寺を例に引いたのかもしれない一と書かれている。たしかにこの一高葉の直接の出典は見
当らないが、フェノロサが明治期に岡倉覚三（天心）とともに薬師寺東塔の宝物と建造物の調査に加わっている事
（４） 
（５） 
実はある。さらにフェノロサには一建築を以て音楽の凍りて形に現はれたる者とせり」という文一一一一口があり、彼が
一凍れる音楽」が建築についての形容であることを知っていたのは確かである。あるいはこうした聯実がさまざま
に重なって、フェノロサが「凍れる音楽」と東塔とを結びつけたという通説が生まれたのかもしれない。
しかし町田甲一によれば、すでに述べたように、この言葉の薬師寺東塔についての形容のフェノロサ説は間違い
（６） 
で、黒田鵬心の創案になるらしいとし、典拠とＩして黒田の著書『日本美術史講話』（未見）の該当箇所が引用され
ている。この書の引用は町田の著書に任せるとして、黒田の別の著書にも同じような表現がいくつも見つかる。い
わ
く
Ｉ
なった。
も
こ
し
「此の一一一重塔〔薬師寺東塔〕は非常に立派な芸術である。三重とは云ふもの己、一重毎に裳層がついてゐるので、
六重の様に見える。而して裳層の軒の出はや蚤少いので、六重の軒は多く出たのと短く出たのと、交互になつ
（ｑ↓） 
＊その著書では、建築を凍った音楽に見立てたフェ・ノロサの文章（後述）を引用したあと、但し醤きの形で、｜なお、彼が
薬師寺の束塔の清腿な姿を評して〈凍れる音楽〉と言ったと伝えられているが、その出典は不明である」と郡いた。
２ 
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４ 
これで見ると、黒田鵬心はいかに「東（氷）れる音楽Ｌという言葉に魅せられ、執心していたかが窺われ、ここ
に見るかぎりでも五つの著作で繰り返し薬師寺の東塔を「凍れる音楽一の好例と論じている。したがって余人に別
の典拠が見つからないかぎり、「東塔Ⅱ凍れる音楽」説の創案者を黒田に帰しても問題はないであろう。そればか
りか、あとで改めて論じるように、「凍れる音楽一を引き合いに出して具体的な建築物に即しながら、建築と音楽
の類縁性ないしその感覚の互換性を論じた黒田の説は卓見である。
てゐる。だから一寸考へると如何にも不格好の様であるが、実際其の塔を仰ぐと何とも云へぬ美しい形である。
各重と裳層の、巾と高さとの割合が寸分の隙も無い。建築は〈氷れる音楽〉だと云はれてゐるが、其の最も好い
例を此の三重塔に於いて見る班が出来る。即ちリズムは立派に空間的に具体化されてゐるのである」（臣奈良と京
厨）割』。引用に際して文字遣いはそのままとし、旧字体は新字体に改めた。以下同様）
「此塔で珍らしい点は各重に裳層を有する事で、一見六重塔に見えるが、裳層の軒の出は短いので、六重の将が
長短交互に出入し、一種のリズムをなし、〈建築は氷れる音楽なり〉という西洋の諺をよく現わした日本建築と
（８） 
して殆んど唯一の実例である」（雪日本を中心とする東亜美術史』）
「此塔は白鳳時代の建築で三重塔であるが、各層に裳層を持っているので六重に見える。その比例頗る巧に、〈建
（９） 
築は水れる音楽なり〉の好例である一（『美駆及藝術學人門叫くい絵について〉）
「薬師寺の東塔は三重塔であるが、各層に裳層が附けられているので、一見六重に見えるが、〔法隆寺④五重塔
の軒の出が、漸層的になっているのと異り、交互に出入しているので、困難な比例を、一分の隙もなく巧に纏め
フ
ロ
ー
ズ
ン
ミ
ュ
ゾ
ッ
ク
ている手腕驚くべきものがある。〈建築は氷れる迄曰楽なり〉と云うのは、西洋の建築について云われた言葉であ
るが、此薬師寺の東塔は、日本建築中珍らしくも当嵌まる一例である」（同上「美學人凹）
「ついで東塔を西塔趾からながめる。各層裳階を持ち、六重交互に軒を出した比例の妙、いくら見ても見あかぬ
（い）
塔、〈氷れる音楽〉の我国唯一の例である」（『古社寺行脚』）
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追ってみよう。
（Ⅲ） 
手はじめに、手近の引用句辞典で〈シＨＣ宮一の百」冠〉を引いてみると、〈９－Ｃシ『Ｃ西冒穴冒司冨１一○の『⑪一日１．
巨一］ｍ詩ｌｍＳの一一三ｍシ「Ｃ『｝の、目、のロ（一言『勺巨Ｃ⑰○℃ゴーの〉とあり、まず「凍れる音楽」と類似の「凝固した音楽」
と
い
う
言
葉
が
シ
ェ
リ
ン
グ
に
由
来
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
．
こ
れ
を
導
き
に
シ
ェ
リ
ン
グ
に
淵
た
っ
て
み
る
と
、
こ
う
あ
る
Ｉ
では黒田をこれほど魅了し、そしてさらに一束塔は凍れる音楽一といういわば一種甘美な言い回しに適用され、
住間に流布した元の言葉一凍れる音楽一の山来は何か、そしてそれについて諸家はどのように言及しているかを
（烟）
建築学者の沖ＬＬ光夫によれば、建築と音楽の関係を主張するのは、古くからある建築比例論に４℃みられるとする
が、この種の表現はシェリングにはじまったとみて差し支えなく、ドイツ・ロマン派が好んだ言い回しであること
は確かである。まずシェリングより一一六歳年長のゲーテはこの言葉に一一口及してつぎのようにいう。
「建築は彫塑における無機的芸術形式すなわち音楽であるし／「建築は空間における音楽であるがゆえに、算術的
あるいは幾何学的な釣り合いをもっている」／「建築はいわば凝固した音楽である」（里（』・§言⑯烏、昏迩）
「〈私の持っている原稿類の中に、〉と今Ⅲゲーテはいった、〈建築はこりかたまった音楽だといっている紙を見つ
けたよ。じっさい、これは含みのある言葉だな。建築から流れ出る雰囲気というものは、音楽の効果に近いもの
（Ⅱ） 
があるからね‐（Ｊ・Ｐ・エッカーマン「ゲーテとの対話』〈旨○コ冨頤」自画塵・菖讐・巨忠②〉）
、
、
、
℃
、
、
｜ある高潔な哲学者が、建築術は凝固した音楽であると言ったところ、それに対して首をかしげる向きの多い｝）
、
、
、
、
、
、
も
とを認めざるを得なかった。一」の美しい考え方をもう一度導入するとすれば、建築術を鳴り止んだ音楽と呼ぶの
（旧〉
（冊）
がいちばんよいだろう一（い⑮菖討。。：、（ご呉戸①い§誌〈庫口巨百二⑪←〉／『蔵言と省察』）
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前者の「建築はこりかたまった音楽だといっている紙」は、引用書の訳注によれば、一八八三年にエッカーマン
に
よ
っ
て
後
者
の
『
筬
言
と
省
察
」
と
い
う
標
題
を
つ
け
て
、
『
遺
稿
』
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
と
い
う
。
後
者
に
い
う
一
あ
る
高
潔
な哲学者」がシェリングであることは、引用書の訳注で確かめられている。またヘーゲルはつぎのようにいう。
い》っ。 ここ
で
は
「
凍
れ
る
音
楽
」
の
出
典
を
Ｆ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
と
し
て
い
る
が
、
た
だ
し
、
引
用
文
献
の
訳
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
シュレーゲルの出典は不明であり、この書のフランス語訳では「シュレーゲル」を「シェリング｜に改めていると
｜さてこれらの目的に従いながらも本来の建築は、〔略〕一層自由であるようにみえる。古典的建築は内容上では
精神的諸目的にしたがって、また形式に関しては人間の悟性にしたがって、なんら直接の原像にとらわれずに、
そ
の
形
式
を
案
出
し
、
こ
れ
を
一
つ
の
全
体
像
に
ま
と
め
あ
げ
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
自
由
性
は
相
対
的
意
味
で
は
容
認されるが、所詮制限された範囲内にとどまり、古典的建築に関する論考は、その形式の合理性のために、概し
て
抽
象
的
で
無
味
乾
燥
の
感
な
き
を
え
な
い
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
建
築
を
凍
れ
る
音
楽
（
の
旨
の
、①庁Ｃ『の：巨巨⑪房）とよんだが、実際この両芸術は、数に還元されうるような、したがって根本的には容易に
（Ⅳ） 
把捉できるような形式関係の調和に立脚している」（『美学講義』）
なお神林煙迩によれば、シエリングが音楽と建築を比較するヒントを得たのは、フリードリヒの兄で、同じくドイツ・
ロマン派のアウグスト・ヴィルヘルム・フォン・シュレーゲルの「ベルリン講義ぐ。『］の⑪冒晒目色｛》の「切呂・口・巨一の『釣盲『
巨
且
尻
目
印
匡
（
一
八
○
一
年
）
の
ノ
ー
ト
か
ら
で
あ
ろ
うとし、ただし「凍れる音楽」という表現は、シェリング独自のものだと
いう。なお神林は、フリードリヒ・シュレーゲルの妻のドロテア・シュレーゲルが、一八一六年八月七日付のラーエル宛
の書簡で、夫に「凍れる音楽一の創案者の功績が帰せられるべきだと述べているという事実を紹介している。また井上充
夫は前擬勢で、「シエリングと親しかったロマン派の文学者フリードリヒ・シュレーゲルの〈建築は凍れる音楽、の才。『目。
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７ 
冨巨⑭房なり〉という言葉も有名である」と書いているが、残念ながらその出典には言及されていない。
ショーペンハウアーも、この「建築は凍れる音楽」という言葉の由来をゲーテの上掲文献に求めて、つぎのよう
に論じている。
類似性は認めない。
ただしショーペンハウアーは、ここに読み取れるように、一凍れる音楽」という言葉を否定的に取り上げ、建築
と音楽についてはリズムとシンメトリーという「唯一外的形式の類似一を消極的に認めるだけで、両者の本質的な
「以上のごとく両者〔音楽と建築〕間には類似性がありそうだという単なる感じから生まれたのが、建築が凍結し
た音楽であるという、最近三十年間たびたびくりかえされた思いきった稗句である。この名句の由来をたずねる
、
、
、
、
、
、
、
、
、
とゲーテまでゆきつくわけで、エッカーマンとの対話・第一一巻八八頁によると、彼は〈わたしは書類のなかに、
建築は凝固した音楽であると書きこんだ紙片を見つけた。またじじつこれは或る程度たしかにそのとおりだ。建
築からかもしだされる気分は音楽の効果に近い〉と言っている。おそらくゲーテが談話のなかでこの警句を吐い
たのはもっとずっと以前のことだったろう。周知のとおり彼が談話でもらしたことをさっそくとりあげ、あとに
なってそれに尾ひれをつけ得々と言いふらす連中には事欠かなかったのだから。ただしゲーテがなんと言おう
と、音楽と建築の類似なるものをわたしはその唯一の根拠、すなわちリズムとシンメトリーの類似という点にの
み還元するわけであるから、したがってそれは外的形式の範囲を一歩も出ぬものであって、類似性うんぬんを天
地ほども異なる両芸術の本質にまで及ぼすことなど断じてしていない。あらゆる芸術中岐も制限の多い微弱な芸
術［建築］と最も範囲の広い有効なそれとを、本質問題で同等に置くなどということは笑止千万ですらある」
（Ⅲ） 
（苣意志と表象としての世界』第三巻の補足〈第三九》県音楽の形而上学について〉）
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８ 
「
凍
れ
る
音
楽
一
と
い
う
言
葉
の
日
本
で
の
受
容
と
そ
の
具
体
的
な
表
現
、
そ
し
て
そ
の
言
葉
そ
の
も
の
の
源
泉
、
さ
ら
に
そ
れ
に
つ
い
て
諸
家
は
ど
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
か
、
そ
の
流
れ
を
あ
ら
ま
し
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
い
ず
れ
も
等
し
く
建
築
と
音
楽
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
・
Ｉ
穣
極
的
に
せ
よ
消
極
的
に
せ
よ
ｌ
論
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
し
建
築
と
音
楽
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
も
っ
と
敷
術
し
て
、
一
般
に
他
の
芸
術
相
互
間
に
も
こ
の
よ
う
な
関
係
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
溝
眼
点
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
こ
う
し
た
関
係
を
表
す
用
語
を
あ
ま
り
限
定
せ
ず
に
、
仮
に
「
相
互
交
渉
一
と
か
一
類
縁
性
」
と
い
う
言
葉
で
過
ご
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
こ
の
関
係
の
可
能
性
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
用
語
を
統
一
し
、
お
お
よ
そ
で
も
定
義
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
芸
術
相
互
間
の
関
係
を
、
こ
こ
で
は
試
み
に
一
興
芸
術
間
に
お
け
る
感
覚
の
互
換
性
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
た
と
え
ば
Ｇ
・
ク
リ
ム
ト
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
を
洩
意
的
に
揃
い
た
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
』
連
作
っ
九
○
二
年
）
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
Ｍ
・
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
が
友
人
の
遺
作
展
の
絵
画
に
ち
な
ん
で
ピ
ア
ノ
用
組
曲
『
展
覧
会
の
絵
」
（
一
八
七
四
年
）
を
作
曲
し
た
よ
う
に
、
芸
術
家
が
他
の
分
野
の
芸
術
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
創
作
す
る
と
い
う
こ
と
は
別
に
珍
し
く
も
な
く
、
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
感
覚
の
互
換
性
と
は
、
そ
う
し
た
芸
術
の
創
作
の
面
で
い
え
ば
、
作
家
の
直
接
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
別
の
表
現
形
態
へ
の
感
覚
の
変
換
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
芸
術
の
享
受
の
面
で
い
え
ば
、
川
米
上
が
っ
た
作
品
そ
の
も
の
を
鑑
賞
す
る
場
合
は
、
そ
う
し
た
創
作
の
意
図
や
経
緯
と
関
係
な
く
、
鑑
批
の
場
で
独
自
に
、
た
と
え
ば音楽が絵画的要素に、絵画が音楽的要素に自由に転換することがあるが、そのことをいう。すなわち、芸術の創
作
の
場
合
、
そ
の
制
作
意
欲
を
惹
き
起
こ
す
素
材
を
な
す
現
実
の
感
覚
は
、
背
騨
、
色
彩
、
形
態
、
触
感
、
言
葉
の
意
味
、
等
多
様
で
あ
る
が
、
も
し
そ
れ
が
爾
家
な
ら
、
そ
れ
ら
の
感
覚
を
色
と
形
に
変
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
作
曲
家
な
ら
吉
の
列
Ｉ
メ
ロ
ディー、リズム、ハーモニー「ｌに置き換えなければならない。芸術の享受の場合は、作品に立ち向かって、創作
３ 
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９ 
こうしてある芸術作品に現実に対崎したときは、創作者としてであれ鑑賞者としてであれ、そこにはその作品の
分類埜準となった固定された感覚要素とは別の要索が複合してはたらいて感動が生み出されるのである。芸術作品
の感動の深浅には、こうした感覚の互換性の多寡がからんでいるということもできるのではないか。事実、音楽に
空間的・色彩的感覚を欠かすことはできないし、造形芸術に述動や時間的な感覚要索を考慮しなければその感動の
質は説明できない。音楽から絵画の要素を、絵画から音楽の要素を感じることがあるのは事実である。芸術には他
のジャンルとの感覚要素の互換性あるいは相互干渉があって、音から色の感覚イメージが生ずるし、絵画のある形
態から聴覚としてのリズムやハーモニー体験をすることもあるし、建築に時間的要素を欠けばその全体像の把握は
とは逆の経路で、しかもその経路とは無関係に自由に感覚交換を体験し、直接に描かれた色彩と形態の構成から音
響やその他の感覚を喚起され、また音響と間の柵成から色彩や形態を、あるいはある種の触感や意味を感じとるこ
こうした視点に立って、従来こうした問題はどのように論じられてきたかを文献を手がかりにして吟味し、「感
覚の互換性一の美学理論としての可能性を考察してみよう。
ヘーゲルは、先に引用した箇所で一建築は凍れる音楽Ｌという一一一一口葉を紹介したあと、建築と音楽との類縁性を敷
術してさらにつぎのようにいっている。
とができる。
不可能である。
一」れらすべての点で１１建築の幅と長さや高さとの関係、柱の高さと太さとの関係、柱の間隔や数、装飾のし
かたや繁簡の別、多くの平縁や縁どりの大きさなどの点で、古代建築は晴々裡に快いリズム（国】『ご昌曰〕の）に
支配されている。とりわけギリシャ人は正しい感覚をもってそれをみつけだしたのであって、個々の点ではまま
それから逸脱しても、大体においては、美の原理をふみはずさないために、しかるべき根本関係をたもたなけれ
ばならないのであった一（『美学霧麺上
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１０ 
ここで黒田は、三重塔の本来の屋根とその各層の下に造られた裳層とを強い音と弱い音に擬してテンポ（拍子）
とし、その時間的な視覚の移行を拍子の連続とみなして、その連続的な移行をリズム（節奏）とみなしている。こ
こでは明らかに、建築における空間的・視覚的な形の感覚の連続が規則的な比例を形成すると、音楽における時間
的・聴覚的なテンポやリズムの感覚に転換すること、さらに先に引用した別の箇所の趣旨をも合わせて敷術してい
えば、両者の相互に異なった感覚は自由な互換性をもつ、といっているとみることができる。
（８） 
さらに黒田は『日本を中心とする東亜美術史』で、先の２章での引用に続いて、「しかも〔來塔の〕軒の出長く、
屋根の勾配ゆるく、相輪も長く、全体の比例に一分の隙もなく、設計の妙を発揮し、法隆寺五重塔が正々堂々の大
建築とすれば、之れは奇襲に成功した美建築であって両々相待って我が上代の一一塔として其の美的価値は世界に誇
るべきものである一といい、薬師寺東塔の一種軽快な感じと法隆寺五重塔の重厚さとの比較を、音楽のリズム・テ
ンポ感覚に転換して論じている。
つぎに、先に言及したドイツ・ロマン主義者のフリードリヒ・シュレーゲルは、異なった芸術間における感覚の
相互交渉あるいは互換性についてつぎのようにいう。
これもすでに検討した黒田鵬心は、美学理論を展開するなかで「美の形式一の一節として一比例と節奏〔リズ
ム〕」を論ずる際に、蓮蘂Ⅱ凍れる音楽」説をさらに具体的に分析して援用し、つぎのようにいうＩ
〔ママ〕
「音の拍子と節奏前に薬師寺の一二重塔をよい比例の実例として述べたとき。建築は水れる音楽だと云う事を述
リ
ズ
ム
ベたが、形の比例を音にすれば節奏になるのである。強い音と弱い音とが、ある時間的間隔を距てＬ生ずる●と
一
テ
ン
舐
●
き、これを拍子と云い、拍子の連続が音の形式法則たる節奏となるのである。拍子には二拍子一一一拍子四拍子五拍
（ｑｕ） 
子などがあス》。多いほど拍子は早くなる」（「美學入門一）
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11 
あ
る
芸
術
作
品
に
「
別
の
芸
術
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
」
こ
と
を
感
じ
取
る
の
は
、
別
の
感
覚
要
素
に
よ
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
が
彫
刻
家
の
よ
う
に
、
建
築
家
の
よ
う
に
、
音
楽
家
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
こ
れ
ら
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
と
感
覚
の
互
換
性
を
も
ち
、
む
し
ろ
そ
こ
に
こ
そ
そ
れ
ら
の
作
品
の
芸
術
性
が
ひ
そ
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
直
接
に
は
形
式
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
外
的
な
形
式
、
す
な
わ
ち
感
覚
を
媒
介
に
し
な
け
れ
ば
内
的
な
精
神
を
洞
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
この問題を一芸術諸形式の類縁性一と称して、同じ例証を用いて論じたのは大西迩礫である。大西によれば、各
種
の
異
な
る
芸
術
形
式
あ
る
い
は
芸
術
の
種
類
の
間
に
、
本
質
的
な
共
通
性
な
い
し
は
親
近
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的
芸
術
観
の
一
つ
の
特
徴
的
な
考
え
方
だ
と
い
う
。
彼
は
そ
れ
を
、
コ
フ
オ
コ
ー
ン
」
に
よ
っ
て
詩
と
絵
画
と
の
境
界
線
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
レ
ッ
シ
ン
グ
流
の
古
典
主
義
な
い
し
は
主
知
主
義
に
対
す
る
ロ
マ
ン
主
義
の
反
動
的
な
現
れ
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
し
＊
 
て
大
西
は
「
類
縁
性
」
の
例
証
と
し
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
と
そ
の
妾
カ
ロ
リ
ー
ネ
に
よ
る
造
形
美
術
に
関
す
る
文
》
早
の一節を間接引用している。１１すなわち一斯くて人は諸芸術を再び相互に接近せしめ、或るものから他のものへ
の
移
り
行
き
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彫
刻
は
恐
ら
く
絵
画
に
転
生
し
、
絵
画
は
詩
に
、
詩
は
音
楽
に
成
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
ていつかは知らず、やがて或る素晴らしい教会音楽が、また再び一つの堂々たる伽藍として、天に聟える時があら
う
」
。
さ
ら
に
続
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
も
あ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
上
に
引
用
し
た
Ｆ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
「
断
章
三
七
二
」
の
＊
＊
 
同
じ
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
＊
大
西
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
も
と
も
と
『
ア
テ
ネ
ー
ウ
ム
ョ
誌
上
に
「
絵
画
諭
し
と
題
し
て
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
、
リ
カ
ル
ダ
・
フ
ー
プ
が
そ
の
「
岐
も
偉
大
な
る
詩
人
の
作
品
の
な
か
に
は
、
別
の
芸
術
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
稀
で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
画
家
の
場
合
も
も
ち
ろ
ん
言
え
る
だ
ろ
う
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
あ
る
意
味
で
彫
刻
家
の
ご
と
く
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
建
築
家
の
ご
と
く
、
コ
レ
ッ
ジ
オ
は
音
楽
家
の
ご
と
く
描
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
ら
は
、
単
に
画
家
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
テイッィアーノよりも画家であるという点で劣るとは言えないだろう」（「アテネーウム跳藝』〈断章三七二〉）
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1２ 
大西によれば、こうした芸術観はドイツ・ロマン派に共通なもので、Ｌ・ティークは音楽と詩との相互的移行関
係をあつかい、ノヴァーリスも同じ問題を論じているという。彼は、ノヴァーリスの場合はより深く、芸術の本質
性が形式の塾なる緒芸術ｌとくに音楽と絵画のように見主観性と窓騨とで対肱しているような芸術の間
においても同一であることを強調している、として、ノヴァーリスのつぎのような文章（原出典米見）を引川して
進められた結果にほかならないものだ、と主張すふ。ノーテゥンァプヘンギッヒ
いる。‐・本来的にいへば、しかし画家の芸術も亦音楽家の芸術と同様に独立的に、全くアー・プリォリーに
ツ
ア
イ
ン
ヘ
ン
シ
ユ
プ
ラ
ッ
ヘ
ピ
ル
ト
シ
ツ
フ
テ
ー
成立する。画家はたご音楽家に比べると、限りなく困難な記号法を用ゐる：．…彼の形像はたざその符牒、そ
の表情、その再現手段に過ぎない。人は此の技巧的な符牒と音楽の音符とを比較するがよい。否むしろ多様な指の
述動や、足や口の連動を、音楽家は先づ画家の形像に対比すべきである一。
さらに大西はこの考えを敷術して、表現主義の芸術、なかでもカンディンスキー派の芸術は、絵画を色彩の音楽
とするような主張や立場をとっているとし、こうした事情はノヴァーリスにみられる芸術観の一面が徹底的に推し
箸『浪漫主義』（ロの比○ミロミ爵・陣一〕（｝の。）第一巻のなかに引用している文章（原典未見）だという。
（１） 
＊＊因みに、大西克穐の『東洋的蕊術樅獺』を知ったのは、拙著の初校が出たあとで、のちに詳論する場〈口に備えてなおも
参考文献を探索した結果であった。したがって、そこで同じ主題が論じられていること、またそのなかで拙著で引用した
のとまったく同じＦ・シュレーゲルの文章が例証として引用されていること、等は奇しくも出来した偶然の一致で、もち
ろんそのときにはじめて知った事実である。
なおここで大西は、この文章を出典を示さずに引用し、それは（フリードリヒの兄の）ヴィルヘルム・シュレーゲルの
ものであるとし、また、これも出典を明らかにせずに、一建築は凍結した音楽だといふ有名な言葉もウィルヘルム・シュ
レーゲルが妓初に言い出したものであるＬといっている。
＊この点に関しては、Ｗ・カンディンスキーと同じく「背騎士」（ロの『国能この詞の一扇「）グループの一員であったＰ・クレー
に典型的にみられるはずであるが、それについてはのちに章を改めて吟味する。
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1３ 
大西の一‐芸術諸形式の類縁性」は、それそのものが独立に論じられているのではなく、「東洋的芸術精神と浪漫
雌
義
的
芸
術
観
Ｌ
と
い
う
章
の
巾
の
一
つ
の
節
と
い
う
枠
組
で
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
こ
と
に
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
と
東
洋
における芸術観の比較研究の一環として論じられ、東洋の芸術論の「詩画本一律」とか、「無声詩一や「有声画」、
すなわち「詩是無形画、画是有形誌しといった言葉が引き合いに出されて東西における「類縁性一論が比較検討さ
れている。そうして、ロマン主義は西洋に生まれた精神的文化の潮流でありながら、その伝統である合理的・主知＊ 
的・分化的・自律的なものを排し、非西洋的なものを求めた結果、結局東洋的な精神に近づいた、と結論される。
＊
こ
こ
で
は
異
芸
術
間
に
お
け
る
感
覚
の
互
換
性
を
論
ず
る
手
が
か
り
と
し
て
、
‐
芸
術
諸
形
式
の
類
縁
性
一
を
将
稗
の
趣
図
す
る
枠
組
か
ら
切
り離して吟味した。もちろんこの問題を軸にしての東西比較論も興味深い問題であるが、しかし、この点に関してはここ
で
は
別
の
問
題
と
し
て
保
留
し
、
検
討
の
対
象
外
と
し
た
。
ハンス・ライゼガエ麺によれば、芸術作品は複数の層（の：旨ご）によって構成されるという。第一の層は物質
的
、
実
在
的
な
も
の
で
、
建
築
や
彫
刻
の
場
合
は
石
、
金
属
、
木
材
が
、
絵
画
の
場
合
は
画
布
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
色
彩
が
、
音
楽
の
場合は楽器や人間の声から発する実在的な音が、文学の場合は謀かれ語られた言葉が、演劇の場合には舞台のｋで
繰り広げられる演技の全体が、それである。そうしてそのような感覚的な素材の背後に、それらを媒介にして現れ
る
の
が
、
第
二
の
層
、
す
な
わ
ち
ま
っ
た
く
非
物
質
的
・
非
実
在
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
は、その実例として、アルノルト・ベックリーンの作品『死の烏」を取り上げながら、絵画の鑑賞の要諦について
お
よ
そ
こ
の
よ
う
仁
冒
っ
．
ｌ
こ
の
場
合
、
第
一
の
厨
は
Ⅷ
布
に
塗
ら
れ
た
色
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
色
の
な
か
に
は
、
も
は
や
この描かれた表面にないものがすでに見えてきている。すなわち、遠近法で立体的に描かれた岩塊、糸杉、遠くま
で広がっている海、折り重なった雲、門を通り過ぎようとしている小舟である。それによって二次元は三次元に転
化し、鑑賞者はそのなかに入り込み、風景が浴びている太陽の薄明りを体験する。そうしてなおもライゼガング
は
、
絵
画
の
鑑
賞
に
欠
か
せ
な
い
妥
索
の
必
要
性
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
Ｉ
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1４ 
こ
こ
で
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
は
、
少
し
傾
い
て
い
る
糸
杉
の
形
の
描
写
か
ら
風
の
音
を
聞
き
つ
け
、
波
の
形
態
と
樅
の
位
置
か
ら
水
の
音
を
聴
き
、
さ
ら
に
岩
塊
を
く
り
ぬ
い
た
岩
屋
の
揺
る
ぎ
な
い
描
写
か
ら
静
け
さ
を
、
し
か
も
死
の
静
け
さ
を
感
じ
と
る
。
そ
う
し
て
そ
う
し
た
感
覚
を
介
し
て
そ
の
芸
術
精
神
が
立
ち
現
れ
る
と
し
、
そ
れ
は
こ
の
場
合
は
死
の
イ
デ
ー
だ
と
い
う
。
こ
の
イ
デ
ー
こ
そ
鑑
賞
者
に
洞
察
さ
れ
る
究
極
の
層
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
感
覚
の
互
換
性
に
関
し
て
、
視
覚
と
聴
覚
と
の
関
係
の
場
合
を
具
体
的
に
説
い
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
「絵を鑑賞するためには、なお聴力を必要とする。てつぺんで少し曲がっている糸杉の梢は、岩塊を吹きわたる
風
の
な
か
で
か
す
か
に
ざ
わ
め
い
て
い
る
。
し
か
し
岩
塊
を
支
配
し
て
い
る
の
は
死
の
静
け
さ
で
あ
る
。
外
か
ら
波
が
ひ
た
ひ
た
迫
り、’小舟の樅が水をかく音がかすかに聞こえる。たわんだ木々、満ちてくる波、その上をすべる小舟の動きも一
緒
に
体
験
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
の
背
後
に
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
層
が
見
え
て
く
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
も
は
や
肉
体
の
目
に
映
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
て
肉
体
の
耳
に
訴
え
る
の
で
は
な
い
何
か
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
は
安
ら
か
な
平
安
、
死
者
が
永
遠
の
眠
り
に
つ
く
墓
地
の
静
け
さ
で
あ
る
。
枢
が
こ
の
岩
屋
に
納
め
ら
れ
た
と
き
、
す
べ
て
が
終
わ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
芸
術
作
品
を
解
明
す
る
最
後
の
も
の
が
私
た
ち
の
前
に
た
ち
現
れ
る
。
そ
れ
は
死
の
イ
デ
ー
で
あ
。
。
（
醜
）
る一（〈の．シ⑪岳のご床〉）
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
が
こ
こ
で
実
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
ベ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
『
死
の
島
』
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
在
住
の
さ
る
夫
人
の
「
夢
想
の
た
め
の
絵
を
「
一
と
い
う
注
文
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
ま
ず一八八○年に画面の大きさとプロポーションの異なる二点が仕上げられ
た
が
、
し
か
し
こ
の
二
点
は
あ
ま
り
に
暗
す
ぎ
て
細
部
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
評
が
あ
っ
て
、
八
三
年
以
降
に
さ
ら
に
三
点
の
ヴ
ァ
ー
（鯛）
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
、
合
計
五
点
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
別
の
説
で
は
、
一
八
八
○
年
か
ら
八
六
年
の
間
に
△
口
計
四
点
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〈剛）
が成立しているという。なおこの作口叩名について、ベックリーン自身は、はじめ「夢の島」とか「静かな所」一静かな島」
な
ど
と
呼
び
、
の
ち
に
は
「
墓
の
島
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
何
作
目
か
ら
か
ベ
ル
リ
ー
ン
の
画
商
に
よ
っ
て
一
死
の
島
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
以
後
こ
れ
が
定
着
し
た
も
の
と
い
う
（
両
図
録
に
よ
る
）
。
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1５ 
以
北
に
よ
っ
て
「
感
覚
の
互
換
性
Ｌ
の
美
学
理
論
と
し
て
の
可
能
性
を
、
一
般
的
な
議
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
文
献
を
手
が
か
り
に
吟
味
し
て
き
た
。
今
度
は
そ
れ
を
や
や
具
体
的
な
論
考
に
つ
き
な
が
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
芸
術
全
般
に
つ
い
て
体
系
的
に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
関
係
に
限
定
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
絵
画
と
音
楽
の
関
係
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
枠
内
で
必
要
の
範
囲
に
か
ぎ
っ
て
、
他
の
芸
術
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
え
る
。
絵
画
と
音
楽
の
互
換
性
を
論
ず
る
の
に
、
実
作
品
・
理
論
の
両
面
か
ら
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
好
例
に
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
が
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ
は
現
代
の
作
曲
家
で
あ
り
、
ま
た
当
代
き
っ
て
の
売
れ
っ
子
指
揮
者
で
も
あ
る
が
、
そ
の
彼
が
ク
レ
ー
の
作
品
や
論
考
、
あ
る
い
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
の
授
業
教
材
を
自
由
に
分
析
し
て
、
そ
れ
を
中
心
に
諸
芸
術
の
互
換
性
を
論
じ
因みに、ベックリーンのこの絵を題材にした音楽に、Ｓ・ラフマーーノフの交響誌『死の島』（作品二九、一九○九年）、
さ
ら
に
こ
の
絵
を
含
め
て
ベ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
他
の
絵
画
作
品
を
題
材
に
し
た
音
楽
に
、
Ｍ
・
レ
ー
ガ
ー
の
管
弦
楽
曲
『
ベ
ッ
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
四
つ
の
音
詩
』
（
作
品
一
二
八
、
一
九
一
三
年
）
が
あ
る
。
芸
術
に
お
け
る
感
覚
の
互
換
性
を
説
く
の
に
、
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
も
、
大
西
克
禮
と
同
じ
く
、
ベ
ッ
ク
リ
ー
ン
と
い
う
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン派（の画家）を例にあげているのは興味深い。これは、「芸術諸形式の類縁性」論がとくにドイツ・ロマン主義
に
著
し
い
と
い
う
大
西
の
理
論
を
支
え
る
論
拠
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
わ
に
芸
術
作
品
の
現
実
性
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
は
、
お
よ
そ
絵
画
、
彫
刻
、
文
学
作
品
、
音
楽
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
の
が
多
層
の
現
実
性
で
あ
り
、
こ
の
現
実
性
は
作
品
に
よ
っ
て
あ
り
ふ
れ
た
素
材
に
よ
っ
て
開
拓
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
わ
に
彼
に
よ
れ
ば
、
芸
術
作
品
の
な
か
に
把
握
さ
れ
る
の
は
、
単
な
る
仮
象
で
は
な
く
て
一
つ
の
現
実
性
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
現
実
性
は
、
日
常
の月並な現実性でも科学のいう現実性でもなく、より高く昇華された現実性であり、それが人の心に感動をもたら
し
、
人
を
精
神
的
に
よ
り
岡
め
る
の
で
あ
る
。
４ 
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1６ 
こ
の
書
の
編
者
ポ
ー
ル
・
テ
ヴ
ナ
ン
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
序
言
は
、
著
者
の
意
図
を
知
る
の
に
手
っ
取
り
早
い
。
Ｉ
「
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
り
の
創
造
的
な
芸
術
家
が
も
う
ひ
と
り
の
創
造
的
な
芸
術
家
に
つ
い
て
灘
い
た
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
熱
の
込もり、もっとも親愛の情に満ちたテクストです。〔略》古典的な音楽形式でパウル・クレーの知らないものは何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
支
配
し
て
き
た
規
則
か
ら
、
彼
は
純
粋
に
絵
画
的
な
問
題
を
考
え
る
一
定
の
方
法
を
引
き
Ⅲ
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ
の
方
は
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
作
品
や
彼
が
生
徒
た
ち
に
教
え
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
して、音楽空間の分布やリズムについての省察を展開していきます。ブーレーズが問題にしているのは、ある方向
あるいはもうひとつの方向への翻訳的な変換ではけっしてなく、むしろ交換、交感あるいは相互浸透です」。
こ
こ
で
著
者
の
意
図
と
さ
れ
る
絵
画
と
音
楽
と
の
一
交
換
、
交
感
あ
る
い
は
相
互
浸
透
」
を
一
感
覚
の
互
換
性
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
こ
の
文
献
は
そ
れ
を
論
ず
る
た
め
の
絶
好
の
例
証
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
ク
レ
ー
の
作
品
に
つ
い
て
は、しばしば音楽との関連が指摘されてきたし、彼自身、自作を解説する際に、たとえば音楽の和声学の概念を用
（路）
た
も
の
に
『
ク
レ
１
の
絵
と
音
楽
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
文
献
を
手
が
か
り
に
し
て
考
察
を
す
す
め
る
。
そ
れ
を
補
（別）
足
す
る
範
闘
で
ク
レ
「
自
身
の
総
觜
に
も
言
及
す
る
が
、
‐
）
か
し
こ
の
問
題
の
性
格
上
、
他
分
野
の
芸
術
家
が
ｌ
そ
れ
も
瞥
楽
家
が
＊
 
「
ｌ
画
家
・
ク
レ
ー
の
考
え
を
分
析
し
た
も
の
の
ほ
う
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
＊
ク
レ
ー
の
絵
画
と
音
楽
の
相
互
関
係
を
論
じ
た
著
作
で
、
目
に
し
た
か
ぎ
り
で
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
な
お
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ケ
ー
ガ
ン
の
（訂）
『パウル・クレー／絵画と音楽Ｌがある。これは原著刊行年が一九八一二年で、ブーレーズの著作の一九八九年より早いし、
後
者
の
テ
ク
ス
ト
の
編
集
の
も
と
に
な
っ
た
講
演
・
対
談
も
一
九
八
五
／
八
六
／
八
七
年
に
行
な
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
と
比
べ
て
も
前
者
は
後
者
に
先
行
し
て
い
る
。
た
だ
し
ブ
ー
レ
ー
ズ
の
本
に
は
、
編
者
序
言
に
も
本
文
に
も
訳
者
あ
と
が
き
に
も
、
前
著
に
限
ら
ず
、
類
替
に
言
及
し
た
簡
所
は
な
い
。
ケ
ー
ガ
ン
の
著
作
は
、
芸
術
学
者
に
よ
る
手
堅
い
学
問
的
な
分
析
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
つ
ぎ
の
文
萬
を
引
川
す
る
に
と
ど
め
る
．
’
一
蘇
楽
と
絵
“
と
の
柧
亙
関
係
と
い
う
間
遡
に
幽
心
を
抱
い
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
な
か
で
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
ほ
ど
こ
の
側
越
に
時
間
と
精
力
を
注
ぎ
、
注
目
に
値
す
る
解
答
や
解
決
、
ま
た
洞
察
を
獲
得
し
た
者
は
な
か
っ
た
。
画
家
、
音
楽
家
、
批
評
家
、
理
論
家
、
詩
人、哲学者、そして教師としてクレーは観察、提案、新機軸をさまざまな形で提供した一（「序論」）。
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1７ 
い
て
、
作
品
の
重
層
的
な
描
写
を
造
形
的
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
多
声
音
楽
）
と
呼
び
、
画
面
の
中
で
の
形
態
の
重
な
り
合
い
、
響
き
合
〈蝿）
い、繰り返し、軽快感、透明感を説明している。実際、ブーレーズに一一一一口わせれば、「これほどポリフォニーに酷似
し
た
作
品
は
稀
」
な
の
で
あ
る
。
さ
て
ブ
ー
レ
ー
ズ
は
、
「
ひ
と
り
の
芸
術
家
は
、
そ
の
人
物
が
ど
れ
ほ
ど
独
創
的
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
時
代
に
属
し
、
そ
の
時
代
を
織
成
す
る
一
要
素
で
も
あ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ク
レ
ー
の
考
察
に
先
立
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
並
行
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
っ
た
芸
術
家
ｌ
す
な
わ
ち
画
烹
背
蕊
寒
作
家
ｌ
の
棚
風
間
に
み
ら
れ
る
類
似
性
照
応
関
係
に
つ
い
て
災
作
吊
名
を
あ
げ
な
が
ら
縦
横
に
語
る
。
い
わ
く
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ベ
ル
ク
／
マ
ー
ラ
ー
と
プ
ル
ー
ス
ト
／
ジ
ョ
イ
ス
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ピ
カ
ソ
、
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
ン
と
モ
ン
ド
リ
ア
ン
、
レ
ジ
ェ
と
ミ
ヨ
ー
、
マ
テ
ィ
ス
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
ン
と
ゲ
ー
テ
、
等
の
「
交
換
、
交
感
、
相
互
浸
透
」
に
つ
い
て
。
そ
し
て
そ
の
あ
と
、
「
で
は
ク
レ
ー
は
？
」
と
目
を
転
じ
て
主
題
を
展
開
す
る
。
ク
レ
ー
と
他
の
芸
術
家
と
の
照
応
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
語
る
と
こ
ろ
を
追
っ
て
み
よ
う
。
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
点
を
こ
の
よ
う
に
い
う
。
‐
ｌ
「
彼
は
、
バ
ッ
ハ
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
か
ら
追
従
的
、
模
倣
的
な
着
想
を
得
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
作
曲
家
た
ち
に
固
有
な
方
法
、
思
考
、
書
法
手
段
を
分
析
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の
歩
み
の
独
自
性
す
べ
て
を
形作り、それに類稀な有効性を与えている、あの聖体の秘跡における実体変化にも比べられるものはそこから生じ
ている」。そしてモーツァルトはおそらくクレーの感受性にもっとも近しい音楽家だったといい、二つの旋律線と
、本の描線とは等価物」の実例を、彼の『クラリネット五重奏曲』（Ｋ・五八一、一七八九年）の緩徐楽章における
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
旋
律
と
ク
レ
ー
の
装
飾
を
加
え
ら
れ
た
独
特
な
線
描
に
Ｉ
作
品
名
は
特
定
せ
ず
に
ｌ
「
見
て
い
る
。
ブーレーズによれば、クレーは構成（コンポジション）という現象、すなわち諸要素相互の組み合わせにこだわ
るが、それは彼の教育方法がゲルマン系音楽の伝統に由来するところが大きいからだという。ゲルマン系音楽の特
徴は、連続性や主題の派生を大事にするところにあり、それがクレーがとくに好んだバッハやモーツァルトに典型
的
に
み
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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１８ 
イーゴル・ストラヴィンスキーとの関係については、クレーのデッサンのいくつかは、その滑稽さから、ストラ
ヴィンスキーのいくつかの作品を連想させるという。例として、「高いｃ［音〕の勲章」（一九二一年）とストラ
ヴィンスキーの『弦楽四重奏のための三つの小品』（一九一三‐一四年）との照応関係があげられる。またクレーの
ユーモラスでマニエリスト的な側面は、ストラヴィンスキーの『プリバウトゥキ』（’九一四年）や『猫の子守歌』
（一九一五’一六年）に霊感と実現の照応を示しているという。
ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
ン
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ー
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
教
育
活
動
に
従
事
し
て
い
た
時
期
、
幾
何
学
的
な
形
態や分割が重視され、小さな点を並べた絵が描かれる時期に比較される。すなわち、クレーのこの時期の特徴が、
ヴェーベルンが一二昔昔列を採用する直前の作品一五（一五つの宗教的な歌』）、一六（『ラテン語のテキストによる五つ
のカノン』）、一七（句三つの宗教的民揺』）を作曲していたころの様式と照応するという。つまり、「クレーが、多少と
も
糒
織
に
置
か
れ
た
小
さ
な
点
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ァ
で
表
面
を
目
立
た
せ
る
時
、
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
ン
は
同
じ
こ
とを音楽でおこなう。あるひとつの音符が一定の持続を満たすということを表すために、彼はその持続を保持する
の
で
は
な
く
、
多
少
と
も
類
似
し
た
、
つ
ま
り
多
少
速
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
す
る
複
数
の
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
音
を
用
い
て
持
続
感
を生じさせるのである‐。こうして、：まったく異なる世界で、一方の人物は空間を占拠するために、他方の人物は
時
間
を
占
拠
す
る
た
め
に
、
彼
ら
は
二
人
と
も
、
小
さ
な
イ
ン
パ
ル
ス
、
絵
画
に
お
い
て
は
彩
ら
れ
た
イ
ン
パ
ル
ス
、
音
楽
に
お
い
て
は
リ
ズ
ム
を
も
っ
た
イ
ン
パ
ル
ス
と
い
う
同
じ
解
法
を
見
い
出
し
た
」
の
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ン
・
ベ
ル
ク
と
の
照
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
ブ
ー
レ
ー
ズ
は
ク
レ
ー
の
主
張
す
る
、
円
と
直
線
と
い
う
幾
何
学
図
形
の
間
の
＊
 
相互関係を規定する「有機的な原理」（ずハウハウスでの講義録）に関して吟味し、その好例として『観相学的な稲
妻」（一九二七年）をあげ、それをベルクの歌劇『ヴォッェックー（一九一四「二一一年）と比較する。そして、クレー
によって定義されたこの有機的な原理は、作曲においてとくに重要だとして、『ヴォッェック』の第三幕を例にあ
げ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
．
ｌ
「
節
三
幕
の
溺
死
の
場
［
蕊
川
場
は
、
ひ
と
つ
の
和
音
に
基
づ
い
て
織
成
さ
れ
て
い
る
．
そ
の
和音は音楽言語のあらゆる構成要素に入り込んでいく。時としてそれは一定の旋律線に沿って滑り、つねにその旗
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1９ 
ブーレーズは、クレーと他の芸術家との具体的な照応関係をこのように語りつつ、それを一般的な理論としてま
とめる試みもしていて、そうした断片的な試論がこの著書全体に散見される。つぎはそうした部分を拾い上げて、
やや一般的な理論として再構成してみよう。
クレーは、絵画の世界に照応関係をもつものとして、リズム、ポリフォニー、ハーモニー、響き、強度、ダイナ
ミックス、ヴァリエーション、体位法、フーガ、シンコペーション、などといった音楽用語を使っているが、ブー
レーズによれば、クレーはそれらを的確な意味で用いている。しかしクレーが問題にしているのは、単に音楽を絵
画に「翻訳」することではない。むしろ彼が目指しているのは、音楽のもつさまざまな豊かさを別の表現方法に適
》つ。 窯ブーレーズはこの際翌をつぎのようにまとめている．ｌ「一、円が直線よりも強い例・廩線は円の中に入るや沓や変
形され、その危険な航域を出るや再び元の形に戻る。円は変わらない。二、直線がそのもっとも強烈な浸透力を発揮する
例。円は直線によって、その直線の力と方向に応じて、著しく変形される。円の敗北。三、一一つの形象が相互に変形を競
い合う例。相互的な同化現象が生じる。各々が競合相手の形式の影響を受けた形式を採用する」（九四頁）。
この点に関していえば、先に検討したヴェーベルンもクレーと同じように、幾何学的であると同時に有機的でも
ある力を創り出そうとしているといい、前者は絶えずゲーテを参照し、後者は自然における植物の変態（メタモル
フォーゼ）を検討しながらゲーテに歩み寄っているという。すなわち、両者とも植物の変態・生長のなかに見られ
る糒密な幾何学的な調和を保ちつつ有機的に自己展開するさまを、自らの創作手法に擬しているというのである
する。＊ 
律線に平行したかたちを取る。時としてそれは静止的になり、自己の存在を示すために明滅する孤立した光の点々
のような単位に細分化、断片化される。問題になっているのはひとつの原理であり、それが他のすべてに侵入し、
原理自体にのみ応じてそれらに実を結ばせるのだ。この例はすぐにクレーの円や直線を思い起こさせる」。つづい
て、同じ第三幕の第三場がはじまる前に主要リズムが大太鼓で荒々しく粗雑に打ち出される場面を描写し、比較
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2０ 
用し、音楽のさまざまな構造を、別の表現様式に移し変えることなのだ。ブーレーズはそのようにまとめながら、
たとえば「ポリフォニー」についてクレー自身が説明する文章を引用する．ｌ「たしかにポリフォニーは音楽の
領域に存在するものである。そうしたポリフォニーの本質を造形の領域に移し変えようとする試みそれ自体は何ら
注目に値するものを持たない。けれども、音楽がいくつかのポリフォニックな傑作において特殊な方法で達成でき
た諸発見を活用すること、その宇宙的な性格を持った領域に深く分け入り、そこから芸術に対する新しい視座を得
て戻ってきて、そのようにして新たに狸得したものの発展を造形的な表象という領域で追求すること、それだけで
も実にすばらしい。〔略〕」（原出典未見）。クレーはこのほかにも「ポリフォーーー」についてつぎのように言及して
いる。ここ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
以
上
別
の
言
葉
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、
題
名
に
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」
の
言
葉
の
入ったクレーの一連の実作品１１「ポリフォニックにはめ込まれた白』（一九三○年）、「ポリフォニックな建築」
一
回
動
力
学
的
に
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
グ
ル
ー
プ
咄
亘
几
三
年
）
：
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
吟
（
几
二
一
年
）
等
Ｉ
を
見
る
に
し
く
はない。ただこれらの作品の技法を理解するために、絵画における「ポリフォニー｜のクレー自身の定義を要約し
て補足していえば、「重なり合っていて透明で、直線に囲まれた平面という臘鐸」である・
たしかにブーレーズのいうように、クレーは音の世界と視覚の世界との間に並行関係を見ようとしているのでは
ない。そこに見られるのは明らかに感覚の互換性であって、感覚が変換して表現された瞬間に、まったく別の芸術
１諸要素の解放、それらを分類しての脚編成、多面的に同時になされる分解と全体への再建、造形的なポリフォ
ーーー、運動の平均化による静かさの回復、およそこうしたことは、高度なフォルムの問題であり、形式的な知恵
にとって決定的なものであっても、しかしそれはまだ最高位の芸術ではない。最高位においては、多義性の背後
（雛）
に奥義（の旨］］の冒一の⑪。。盲目ゴ】⑪）があり、知性の光はみじめにも消え失せる」（〈、（言己｛の『」の◎す。〆。ご｛・鉱、一（）。〉）
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2１ 
同
じ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
「
フ
ー
ガ
」
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
１
１
‐
た
と
え
ク
レ
ー
が
フ
ー
ガ
を
モ
デ
ル
に
採
り
上
げ
た
場
合
で
も、それは音楽的な意味でのひとつのフーガを図形的に橘成するためでは断じてなく、むしろ一枚の絵に、フーガ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
という音楽一一一口語の基礎となっている一定のタイプの回帰や反復や変奏を改めて見い出すためである。それ以北
先
に
進
む
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
。
そ
う
し
て
ブ
ー
レ
ー
ズ
が
『
赤
の
フ
ー
ガ
」
（
一
九
二
一
年
）
を
分
析
し
て
主
張
す
る
よ
う
に
、
ク
レ
ー
の
目
論
ん
だ
の
は
、
表
層
的
な
類
似
、
す
な
わ
ち
フ
ー
ガ
の
諸
声
部
の
重
な
り
合
い
の
視
覚
的
な
類
似
で
は
な
く
て
、
そ
の
「
多
義
性
」
と
し
て
の
視
覚
の
感
覚
効
果
を
媒
介
に
し
て
そ
の
背
後
に
潜
む
フ
ー
ガ
の
イ
デ
ー
あ
る
い
は
「
奥
義
」
で
あ
る
。
一般的にいって、絵画と音楽の特鶴邑を区別する根本的な枠組に、空間と時間がある。しかし現実に芸術作品を鑑
賞
す
る
場
合
は
、
そ
う
し
た
固
定
し
た
感
覚
要
素
の
枠
組
で
は
そ
の
複
雑
な
享
受
過
程
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
空
間
要
素
と
時
間
要
素
と
の
互
換
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
章
で
建
築
と
音
楽
と
の
関
係
で
あ
ら
ま
し
吟
味
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ブーレーズは、』枚の絵を眺める場合でも空間だけがパラメーターなのではなく、時間も重要な役割を果たすと
し
、
ク
レ
ー
の
場
合
を
分
析
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
レ
ー
の
場
合
は
そ
の
作
品
の
大
部
分
が
小
型
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
瞬
時
に
そ
の作品の全体を把握したと思う。しかし実際には画面の視点はある点から別の点へと進み、そこに時間的な経過が
介入する。細部の知覚が満たされるとさらに全般的な眺望を得ようとする。鑑賞者は、満足するまで、すなわちそ
の
作
品
を
妓
良
の
水準で認識したと思うまで、その過程を繰り返す。こうして全体として縦横に錯綜する時間過程に
よって、その作品の空間認識が可能になるのである。
そして、ブーレーズは絵画と音楽における空間と時間の関係についてつぎのようにまとめる。１１「音楽におけ
、
、
、
、
、
る時間の概念は一方通行的であり、絵画における空間は多指向的である。音楽における空間は絵画のそれとはまつ
奥
義
一
で
あ
ろ
う
。
に
な
る
。
音
楽
の
ポ
リ
フ
ォ
ー
ー
ー
と
絵
画
の
ポ
リ
フ
ォ
ー
ー
ー
と
は
、
表
現
さ
れ
た
結
果
と
し
て
は
ま
る
で
別
物
で
あ
る
。
た
だ
、
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
の
言
を
援
用
し
て
い
え
ば
、
そ
う
し
た
第
一
の
層
の
背
後
に
は
イ
デ
ー
と
し
て
の
別
の
層
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
聴
覚
と
視
覚
の差を超越した共通なイデーとしてのポリフォーーーである。そのイデーこそ、クレーのいう「多義性の背後にある
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2２ 
ると
ＯＣ 
たく異なる観念である」｜クレーの何枚かのデッサンはさまざまな音域の等価物と解釈できる。また音楽家にとっ
て、さまざまな音高の作り出す空間は、ほとんど視覚的でもあるＬ「音楽における空間は、同様に時間的な観念に
も、つまりリズムにも結びついている。リズムのゆるやかな様相、まばらな骨組みは、ほとんど空虚に等しいよう
な空間と同一視され、きわめて繊密な骨組みを備えた、非常に速いテンポは、ためらうことなく、ひじょうに濃厚
な空間を想起させる」｜私たちは、時間および空間が音楽と絵画では同一の機能を果たしていないと認めることが
できる。それらはまったく似かよっていることもあるが、極端に異なっていることもある一。
さらにブーレーズは、空間と時間との関係を、音楽と建築の親縁性にもみている。彼によれば、反復的な図式に
もとづいた古典派鶯楽の形式は古典派の麺築に似ているという．そしておよそつぎのように敬術する．ｌ建築を
見る場合、その全体を見ることなく、その隠れたままの部分を予見することができる。空間それ自体や、建築のさ
まざまな部分の規模は、列柱のリズムによって読み取られる。リズム的な拍動は古典派音楽においては時間の測定
を可能にし、建築においては空間の測定を可能にする。そうした空間の測定能力は現実的な安心感をもたらす、
と。こうした考え方は、すでに検討したように、黒田鵬心が薬師寺東塔について行なった考察とほとんど同じであ
一連動は、あらゆる生成の基礎である。レッシングの『ラオコーン』については、かつて私たちは若気のいたり
でみっしり勉強しようと無駄な努力をしたものだが、そこでは大騒ぎで時間芸術と空間芸術との違いについて論
じられている。しかしよくよく考えてみれば、それは街学的な妄想にすぎない。空間もまた一つの時間的な概念
だからである。／一つの点が連動して線が描かれるなら、時間が必要である。線が面に変わるときも同様であ
る。同じようにして、面の連動は空間になる。／造形作品は即座に出来上がるのであろうか？否、それは一部
（鋼）
分ずつ組み立てられていくのであり、一軒の家を建てるのと異なるところがない一（〈の。言◎号１ｍ・ずの【・口局の、、一・口〉）
この空間と時間との関係について、クレー自身はつぎのように一般化して語る。
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2３ 
それを裏づけるように、ブーレーズは、とくに音楽家として、クレーの作品の前に立って心情を吐露していう。
ｌ
ク
レ
ー
の
作
鮎
を
前
に
し
た
音
楽
家
に
と
っ
て
つ
ね
に
災
り
豊
か
な
の
は
、
そ
の
作
品
に
内
在
す
る
特
殊
な
問
題
や
幽
家
ク
レ
ー
の提出した解法を考察し、彼の研究方法を分析し、彼の手順と音楽家としての自分の手順との間に照応関係を見い
出
そ
う
と
直
観
的
に
努
め
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
。
こ
れ
は
、
絵
画
と
音
楽
と
の
Ⅲ
換
性
に
つ
い
て
の
、
叩
に
理
論
的
な
だ
け
で
は
な
く
、
実
作
者
と
し
て
の
実
感
に
も
と
づ
い
た
告
白
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
ら
音
楽
家
ｌ
作
曲
家
か
つ
指
揮
者
Ｉ
と
し
て
の
ブ
ー
レ
ー
ズ
が
、
画
家
と
し
て
の
ク
レ
ー
を
俎
上
に
の
せ
て
、
そ
の
作
品
と
理
論
の
両
面
か
ら
縦
横
に
分
析
し
た
結
果
を
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
改
め
て
解
説
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
に
、
絵
画
と
音
楽
と
い
う
異
芸
術
間
に
は
た
ら
く
視
覚
と
聴
覚
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
照
応
関
係
を
、
こ
こ
で
試
み
に
い
う
可
感
覚
の互換性」を、確認することができる。
な
お
、
獲
術
に
お
け
る
感
覚
の
互
換
性
を
説
く
の
に
、
大
西
克
職
も
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
も
、
と
も
に
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
を
取
り
上
げ
て
い
る
〈”）
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
皮
肉
に
も
、
ク
レ
ー
は
ロ
マ
ン
派
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
じ
じ
っ
彼
は
、
ケ
ー
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
学
生
時
代から、バッハの高貴な構築性とベートーヴェンの荘厳な情熱に惹かれる反面、アルノルト・ベックリーンやフランッ・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
と
い
っ
た
画
家
た
ち
の
大
げ
さ
な
寓
意
画
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
話
画
に
は
馴
染
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
三
過
去
の
ド
イ
ツ
音
楽
の
崇
高
さ
」
と
「
当
時
の
ド
イ
ツ
絵
画
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
じ
み
た
仰
々
し
さ
」
と
の
間
に
大
き
な
落
兼
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
は
一
つ
の
仮
説
と
し
て
言
え
ば
、
む
し
ろ
そ
こ
に
、
ク
レ
ー
を
絵
画
の
制
作
に
お
い
て
音
楽
性
の
追
究
に
向
か
わ
せ
る
原
動
力
が
あ
っ
た
の
ではないか。彼はそれを糧に、視覚要素による直歓な生な寓意表現を、聴覚要素によるもっと乾燥したイデー、すなわち
「奥義」に転換し、昇華させようとしたのではないか。（ただしクレーは、レッシング流の古典主義的な考え方を排する点
では、ロマン主義と同じ軌道上にいる。）
たのである。
空
間
と
時
間
と
の
不
可
分
性
に
つ
い
て
論
じ
る
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
簡
潔
な
文
章
は
な
い
。
ク
レ
ー
は
そ
れ
を
実
作
品
で
示
し
て
み
せ
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2４ 
なお、裟術をイデーの側面からみれば、ここで吟味してきた感覚要業のⅨ換性（】ロ冨司：：ｍ・凹冨ご）は、芸術
活
動
１
１
淡
現
お
よ
び
享
受
■
の
過
程
、
す
な
わ
ち
一
諸
屑
一
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
感
覚
諸
要
素
が
相
互
依
存
性
（
す
冨司二○で目：。ｇ）によって完結するさまをみなければならない。結局は、それによって一つの作品が「場一として
形成されると考えることができるからである。たとえば、クレーの一つの作品は、視覚・聴覚・その他の全感覚の
互換性を介し、さらにそれらの感覚要素の相互依存によって作品としての場を作り上げると考えることができるな
ら、その場が昇華されたイデー、すなわち一一奥義一であろう。ただし、この点に関してはここでは問題提起にとど
め、つぎの課題としたい。
（了）
異芸術間の感覚の互換性について、あらましこのように模索してくると、それを一つの美学理論とする可能性が
色
濃
く
な
っ
て
く
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
数
あ
る
芸
術
の
な
か
か
ら
、
絵
画
と
音
楽
、
あ
る
い
は
建築に限定して吟味してきたにすぎないのだから、その結果をただちにすべての芸術に数行することは控えなけれ
ば
な
ら
な
い
。
詩
・
小
説
な
ど
の
言
語
芸
術
、
演
劇
・
映
画
な
ど
の
総
合
芸
術
等
の
検
討
は
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
し
かし限られた芸術間の比較検討によってであっても、少なくとも視覚と聴覚という感覚間に横たわるさまざまな要
素
に
関
し
て
は
そ
の
互
換
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
芸
術
一
般
の
理
論
と
し
て
体
系
化
す
る
か
は
、
別
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
芸
術
一
般
に
つ
い
て
考
察
す
る
誘
い
水
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
一
つ
の
試
論
と
し
て
考
え
て
み
る
に
と
ど
めた。
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